
「pPDX 株を利用して生産されたホスホリパーゼ」に係る食品健康影響評価に関する

審議結果（案）についての意見・情報の募集結果について 

 
 
１．実施期間 令和３年６月９日～令和３年７月８日 
 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 
 
３．提出状況 １件 
 
 
４．意見・情報及び食品安全委員会の回答 

 

意見・情報※ 食品安全委員会の回答 

・わずか数十年程度の知見に限ら

れている遺伝子組換え品について

は、中・長期的な影響はまだまだ

判断できないはず。遺伝子組換え

品は、100％の安全性が断言でき

るまで、使用を禁止すべき。 

・自然界に存在するものと遺伝子

構成が同じでも、自然にできたも

のと人為的に作成したものは違う

でしょう？現在の科学的知見レベ

ルで違いが判らない（ヒトへの健

康影響が把握できない）だけのこ

とではないか？ 

・日本ではすでに５００種の遺伝

子組換え成分が承認されており、

この数字はダントツの世界一のレ

ベルと思われるが（違っていたら

訂正ください）、これ以上増やす

のはやめていただき、いったんす

べての遺伝子組換え品の流入を停

止いただきたい。 

・これだけ多くの遺伝子組換え品

を流入させているのに、健康影響

を見るときは、いつも単品でしか

見ていない。複合影響も確認すべ

食品安全委員会は、国民の健康の保

護が最も重要であるという基本的認

識の下、規制等のリスク管理を行う行

政機関から独立して、科学的知見に基

づき客観的かつ中立公正に食品健康

影響評価を行っています。この食品健

康影響評価は、食品安全基本法第 11 条

第 3 項に基づき、その時点において到

達されている水準の科学的知見に基

づいて行うこととしております。 

本添加物については、「遺伝子組換

え微生物を利用して製造された添加

物の安全性評価基準」（平成 16 年 3 月

25 日食品安全委員会決定）の第 1 章総

則第 3 に規定する「組換え体と同等の

遺伝子構成を持つ生細胞が自然界に

存在する場合」に該当する微生物を利

用して製造されたものであることか

ら、安全性評価は必要ないと判断しま

した。 

また、遺伝子組換え食品を摂取する

ことによる複合影響に関しましては、

従来品との同等性と安全性を個々に

確認することで、安全性は担保される

ものと考えております。 

参考 

 



き。複合影響を検証できないな

ら、検証できるまで認めるべきで

はない。 

なお、「いったんすべての遺伝子組

換え品の流入を停止いただきたい。」

との御意見は、リスク管理に関するも

のと考えられることから、厚生労働省

へお伝えします。 

※ 頂いた意見・情報はそのまま掲載しています。 


